
普
通
の
日
本
人
に
と
っ
て

村
上
春
樹
氏
は
１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年
、

『
風
の
歌
を
聴
け
』
で
群
像
新
人
文
学
賞
を

受
賞
し
、
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
れ
か

ら
四
半
世
紀
以
上
に
及
ぶ
執
筆
活
動
を
経

て
、
作
品
が
世
界
の
30
を
超
え
る
言
語
に
翻

訳
さ
れ
る
今
日
に
至
る
ま
で
、
村
上
氏
は
日

本
の
文
学
シ
ー
ン
の
前
景
に
存
在
し
続
け
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
も
は
や
常
識
に
属
す

る
話
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
し
ば
し
立
ち
止

ま
っ
て
、
で
は
、「
作
家
・
村
上
春
樹
」
は
こ

の
間
、
単
に
一
様
な
（
平
板
な
）
存
在
と
し

て
あ
り
続
け
て
き
た
の
か
、
例
え
ば
「
人
気
作

家
」
な
り
「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
」
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
、
受
容
さ
れ
て
き
た

に
過
ぎ
な
い
の
か
、
と
問
い
直
し
て
み
る
と
、

決
し
て
そ
う
で
は
な
い
は
ず
な
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
文
学
批
評
に
お
い
て
、
こ
の

過
程
が
複
雑
な
評
価
の
陰
影
を
伴
う
も
の
で

あ
っ
た
の
は
当
然
だ
が
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、

文
学
そ
の
も
の
と
は
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か

ら
考
え
た
い
。
つ
ま
り
、
必
ず
し
も
文
学
愛

好
者
で
は
な
い
、
ご
く
普
通
の
同
時
代
の
日

本
人
に
と
っ
て
「
村
上
春
樹
」
と
は
ど
の
よ

う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
を
、
文
芸

誌
な
ど
の
専
門
メ
デ
ィ
ア
を
除
く
一
般
の
新

聞
・
雑
誌
で
の
取
り
上
げ
ら
れ
方
、
い
わ
ば

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
表
象
の
変
遷
を
通
し
て

概
観
し
て
み
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
「
村

上
春
樹
と
そ
の
時
代
」
の
一
端
を
素
描
し
て

み
た
い
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
狙
い
で
あ
る
。

結
論
を
先
に
述
べ
る
形
に
な
る
が
、
こ
こ

で
は
メ
デ
ィ
ア
に
表
象
さ
れ
た
「
村
上
春
樹
」

像
を
、
次
の
５
つ
ほ
ど
の
時
期
に
分
け
て
考

え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
第
１
期
は
79
年
の

デ
ビ
ュ
ー
か
ら
84
年
ま
で
、
第
２
期
が
谷
崎

潤
一
郎
賞
受
賞
の
85
年
か
ら
大
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
と
な
っ
た
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
刊
行
の

87
年
ま
で
、
第
３
期
が
88
年
か
ら
読
売
文
学

賞
受
賞
の
96
年
ま
で
、
第
４
期
は
『
ア
ン
ダ

ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
を
刊
行
し
た
97
年
か
ら

『
神
の
子
ど
も
た
ち
は
み
な
踊
る
』
刊
行
の

２
０
０
０
年
ま
で
、
そ
し
て
第
５
期
は
01
年

以
降
、
現
在
に
至
る
時
期
で
あ
る

（
１
）

。

静
か
な
デ
ビ
ュ
ー

さ
て
、
一
般
紙
に
村
上
氏
が
初
め
て
登
場

し
た
の
は
前
述
の
79
年
、
第
22
回
群
像
新
人

文
学
賞
の
受
賞
報
道
が
最
初
で
あ
る

（
２
）

。
同
賞

の
選
考
委
員
会
は
４
月
９
日
に
行
な
わ
れ
、

『
産
経
新
聞
』
は
早
く
も
翌
10
日
付
朝
刊
で

こ
れ
を
報
じ
て
い
る
。
扱
い
は
１
段
、
い
わ

ゆ
る
ベ
タ
記
事
で
あ
っ
た
。
他
紙
も
同
様
の

記
事
を
数
日
後
ま
で
に
掲
載
し
て
い
る

（
３
）

。
一

般
紙
上
で
は
、
他
の
多
く
の
新
人
作
家
と
変

わ
ら
ぬ
小
さ
な
一
歩
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
、

新
聞
で
は
「
自
営
業
」
と
記
さ
れ
た
だ
け
の

職
業
に
注
目
し
た
雑
誌
が
あ
っ
た
。「
群
像
新

人
文
学
賞
＝
村
上
春
樹
さ
ん
（
29
歳
）
は
、
レ

コ
ー
ド
三
千
枚
所
有
の
ジ
ャ
ズ
喫
茶
店
店
主
」

の
タ
イ
ト
ル
で
、
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
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同
時
代
現
象
と
し
て
の
「
村
上
春
樹
」

大お

お

井い

浩
一

こ

う

い

ち

毎
日
新
聞
学
芸
部
記
者



タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
し
た
同
年
５
月
４
日

号
の
『
週
刊
朝
日
』
で
あ
る
。
ぎ
っ
し
り
詰

ま
っ
た
レ
コ
ー
ド
棚
の
前
に
立
つ
村
上
氏
の

写
真
付
き
で
、「
変
わ
り
種
作
家
が
続
出
す

る
現
代
文
学
風
景
の
中
に
、
ま
た
ひ
と
り
異

色
新
人
の
登
場
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
村
上
氏
は

２
年
後
の
81
年
、
専
業
作
家
に
な
る
こ
と
を

決
意
し
、
店
を
人
に
譲
る
。
こ
の
時
点
で
小

説
は
『
風
の
歌
を
聴
け
』
『
１
９
７
３
年
の

ピ
ン
ボ
ー
ル
』
の
２
作
し
か
刊
行
さ
れ
て
い

な
い
が
、
す
で
に
川
本
三
郎
氏
、
吉
本
隆
明

氏
、
月
村
敏
行
氏
と
い
っ
た
批
評
家
ら
が
村

上
氏
の
独
自
の
作
風
に
注
目
し
、
若
い
文
学

フ
ァ
ン
の
間
で
話
題
を
集
め
始
め
て
い
た
。

ま
だ
一
般
紙
の
記
事
は
少
な
い
な
か
で
、

『
朝
日
新
聞
』
80
年
５
月
17
日
夕
刊
は
、「
若

い
世
代
に
静
か
な
人
気
の
作
家
」（
見
出
し
）

と
い
う
タ
イ
ム
リ
ー
な
小
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

掲
載
し
て
い
る
。『
朝
日
』
同
年
11
月
12
日
夕

刊
に
、
村
上
氏
の
寄
稿
「
フ
ィ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
の
魅
力
」
が
載
っ
て
い
る
の
も
目
を
引
く
。

文
学
界
に
新
風
を
送
る
小
説
家

次
に
一
般
紙
誌
が
報
じ
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
の
は
、
82
年
の
第
４
回
野
間
文
芸
新
人

賞
受
賞
で
あ
る
。
受
賞
作
は
３
作
目
の
長
編

『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』（『
群
像
』
８
月
号
。
単

行
本
は
10
月
刊
）。
た
だ
し
、
12
月
に
行
な
わ

れ
た
贈
呈
式
の
記
事
で
は
、
同
時
に
野
間
文

芸
賞
を
受
け
た
小
島
信
夫
氏
の
陰
に
隠
れ
る

形
に
な
っ
て
い
て
、
今
見
る
と
意
外
な
感
じ

も
す
る
。
一
方
で
、
こ
の
こ
ろ
は
村
上
氏
の

「
独
特
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
に
関
心
を
向

け
た
記
事
が
目
立
つ
。

例
え
ば
、
『
産
経
』
83
年
２
月
20
日
朝
刊

は
、
村
上
氏
が
当
時
住
ん
で
い
た
千
葉
県
船

橋
市
の
自
宅
を
記
者
が
訪
ね
、
裏
庭
を
掘
り

起
こ
し
て
は
埋
め
る
「
穴
掘
り
」
好
き
な
人

と
し
て
氏
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、

『
毎
日
新
聞
』
同
年
５
月
１
日
朝
刊
は
、「
テ

レ
ビ
も
車
も
持
た
ず
、
海
外
に
も
行
か
な
い
」

「
技
巧
的
生
活
を
楽
し
む
作
家
」
（
見
出
し
）

と
し
て
村
上
氏
を
描
く
。
二
つ
の
記
事
か
ら

読
者
が
受
け
取
っ
た
で
あ
ろ
う
人
物
像
に
は

や
や
隔
た
り
が
あ
る
も
の
の
、「
期
待
の
若
手

作
家
」
「
文
学
界
に
新
鮮
な
風
を
送
る
小
説

家
」
と
い
っ
た
表
現
で
若
手
の
有
望
作
家
と

位
置
づ
け
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
で
最
も
重
要
な
の
は
、

『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
84
年
５
月
25
日
号
の

連
載
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
シ
リ
ー
ズ
「
若
者
た
ち

の
神
々
」（
第
７
回
）
に
村
上
氏
が
登
場
し
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。「
若
者
た
ち
の
神
々
」
は
、
同

誌
編
集
長
（
現
・
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
）
の

筑
紫
哲
也
氏
が
聞
き
手
を
務
め
た
人
気
企
画

だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
記
事
は
、
お
そ

ら
く
一
般
の
日
本
人
、
特
に
文
学
愛
好
者
に

と
ど
ま
ら
な
い
幅
広
い
若
者
層
の
間
に
「
村

上
春
樹
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
る
う
え

で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
。

５
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
村
上
氏
は
、
全
共
闘
体
験
な
ど
筑
紫
氏

の
突
っ
込
ん
だ
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
い
る
。

「
七
〇
年
に
、
ま
あ
、
そ
れ
な
り
に
闘
っ
た

こ
と
の
落
と
し
前
は
、
自
分
の
中
で
は
つ
け

な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で

す
」
と
の
発
言
は
興
味
深
い
。
村
上
氏
の
生

活
を
う
か
が
わ
せ
る
写
真
も
ふ
ん
だ
ん
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
氏
が
猫
を
抱
く
様
子
や
、

「
毎
日
一
〇
キ
ロ
は
走
る
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
の
付
い
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
風
景
、
Ｌ
Ｐ
レ
コ

遠近　12
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注（１
）
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
時
代
区
分
は

メ
デ
ィ
ア
表
象
と
し
て
の
「
村
上
春
樹
」

像
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
村
上
氏
の

文
学
活
動
そ
の
も
の
の
区
分
と
は
必
ず
し

も
一
致
し
な
い
。

（
２
）
以
下
で
引
用
す
る
新
聞
・
雑
誌
記
事
は
、

あ
く
ま
で
筆
者
の
目
に
付
い
た
範
囲
の
も

の
に
と
ど
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
見
落
と
し
も

多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
ご
容
赦
願
い
た
い
。

な
お
、
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
毎
日
新
聞

情
報
調
査
部
の
記
事
資
料
を
参
考
に
し
た
。

感
謝
を
記
し
て
お
き
た
い
。

（
３
）
新
聞
記
事
で
は
、
受
賞
者
の
名
前
が
「
村

上
春
紀
」
と
な
っ
て
い
た
。
受
賞
作
を
掲

載
し
た
『
群
像
』（
同
年
６
月
号
）
で
は

「
村
上
春
樹
」
で
あ
り
、
事
情
は
不
明
だ
が
、

ご
く
一
時
的
に
せ
よ
ペ
ン
ネ
ー
ム
が
使
わ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
「
春
樹
」

が
本
名
で
あ
る
。
同
賞
は
こ
の
年
、
評
論

部
門
の
当
選
作
が
な
く
、
２
点
選
ば
れ
た

優
秀
作
が
富
岡
幸
一
郎
、
宇
野
邦
一
と
い

う
い
ず
れ
も
批
評
家
と
し
て
そ
の
後
活
躍

す
る
二
人
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
も
含
め
、

コ
ア
な
フ
ァ
ン
に
は
周
知
の
こ
と
だ
ろ
う
。

↓『朝日ジャーナル』1984年５月25日号の「若者
たちの神々」。当時、同誌編集長だった筑紫哲
也氏が各界の新進気鋭のクリエーターにインタ
ビューしたシリーズに、村上春樹氏が登場した



ー
ド
と
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が
並
ん
だ
部
屋
な

ど
、
「
村
上
春
樹
」
を
語
る
た
め
の
お
な
じ

み
の
ア
イ
テ
ム
が
出
揃
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。

「
村
上
春
樹
ブ
ー
ム
」
の
到
来
へ

こ
こ
ま
で
が
最
初
に
述
べ
た
「
村
上
春
樹
」

像
の
第
１
期
に
当
た
る
。
85
年
の
第
21
回
谷

崎
潤
一
郎
賞
受
賞
（
対
象
は
『
世
界
の
終
り
と

ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
）
を
、

続
く
第
２
期
の
画
期
と
し
た
の
は
、
こ
の
あ

と
、
村
上
氏
が
一
般
紙
誌
に
登
場
す
る
数
が

急
増
す
る
か
ら
だ
。
紙
数
も
残
り
少
な
い
の

で
以
下
は
簡
単
に
述
べ
る
が
、
一
つ
の
話
題

性
は
、
『
東
京
新
聞
』
85
年
９
月
26
日
朝
刊

が
報
じ
た
よ
う
に
、
村
上
氏
が
同
賞
を
「
戦

後
生
ま
れ
で
初
め
て
受
賞
」
し
た
「
若
さ
」

に
求
め
ら
れ
た
。

一
般
の
目
に
は
、「
若
者
の
支
持
が
高
く
、

久
し
ぶ
り
登
場
の
売
れ
る
純
文
学
作
家
」

（
『
産
経
』
９
月
25
日
夕
刊
）
が
、
中
堅
作
家

の
秀
作
に
与
え
ら
れ
る
同
賞
を
得
た
こ
と
は

「
大
人
＝
文
壇
」
に
も
実
力
を
高
く
評
価
さ

れ
た
証
と
映
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
都
会
的
で

洗
練
さ
れ
た
感
性
の
作
風
」（
『
朝
日
』
10
月

20
日
朝
刊
）
が
ピ
ン
と
こ
な
い
人
々
に
し
て

も
、「
〝
引
っ
越
し
魔
〞」
で
「
講
演
依
頼
や

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
Ｃ
Ｍ
へ
の
出
演
は
一
切

お
断
り
」（『
東
京
』
10
月
５
日
夕
刊
）
と
い
っ

た
個
性
は
興
味
を
引
い
た
に
違
い
な
い
。

あ
え
て
図
式
的
に
述
べ
れ
ば
、
「
熱
狂
的

フ
ァ
ン
」（『
毎
日
』
11
月
18
日
朝
刊
）
の
周
囲

に
濃
淡
さ
ま
ざ
ま
な
関
心
を
寄
せ
る
層
が
加

わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、「
〝
村
上
現
象
〞」（
同
。

括
弧
付
き
に
注
意
）
は
そ
の
準
備
を
完
了
す

る
。
こ
れ
が
、
「
村
上
春
樹
ブ
ー
ム
」（
『
毎

日
』
88
年
12
月
19
日
朝
刊
）
と
し
て
花
開
く
の

が
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
刊
行
後
の
第
３

期
で
あ
る
。
以
後
、
村
上
作
品
は
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
の
常
連
と
な
り
、
そ
の
人
気
自
体
が
社

会
現
象
と
し
て
分
析
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

「
ハ
ル
キ
・
ば
な
な
現
象
」
と
か
「
ダ
ブ
ル

村
上
」
と
い
っ
た
言
葉
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

で
消
費
さ
れ
て
い
く
の
だ
が
、
銘
記
す
べ
き

は
こ
の
時
期
の
大
半
、
村
上
氏
自
身
は
日
本

で
の
騒
ぎ
を
よ
そ
に
欧
米
で
の
滞
在
を
続
け
、

真
摯
に
執
筆
活
動
を
進
め
て
い
た
こ
と
だ
。

そ
の
村
上
氏
が
95
年
の
阪
神
大
震
災
と
地

下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
機
に
帰
国
を
決
断
し
、

「
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
か
ら
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

へ
」
の
転
回
を
遂
げ
た
の
は
、
あ
ま
り
に
有

名
な
話
で
あ
る
。
そ
れ
が
形
と
な
っ
て
現
れ
、

一
般
に
も
衝
撃
を
与
え
た
の
が
『
ア
ン
ダ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
』
以
後
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
品
を
中
心
と
す
る
第
４
期
の
仕
事
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
21
世
紀
の
現
在
、
村
上
氏
は
、

過
去
の
日
本
の
作
家
が
誰
一
人
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
「
世
界
性
」
の
な
か
に
立
っ
て
い

る
。
こ
の
状
況
の
新
し
さ
は
、『
海
辺
の
カ
フ

カ
』（
02
年
）
が
欧
米
ア
ジ
ア
の
各
地
で
呼
び

起
こ
し
た
反
響
を
伝
え
る
、
こ
こ
数
年
の
報

道
を
思
い
起
こ
す
だ
け
で
十
分
だ
ろ
う
。a
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村上春樹の主な作品

1979 『風の歌を聴け』
（第22回群像新人文学賞受賞）

1980 『1973年のピンボール』

1982 『羊をめぐる冒険』

1983 『中国行きのスロウ・ボート』
『カンガルー日和』

1984 『螢・納屋を焼く・その他の短編』

1985 『世界の終りとハードボイルド・ワン
ダーランド』（第21回谷崎潤一郎賞受賞）

『回転木馬のデッド・ヒート』

1986 『パン屋再襲撃』

1987 『ノルウェイの森』

1988 『ダンス・ダンス・ダンス』

1990 『TVピープル』
『雨天炎天』

1992 『国境の南、太陽の西』

1994 『ねじまき鳥クロニクル』
～95 （第47回読売文学賞受賞）

1995 『村上朝日堂超短編小説　夜のくもざる』

1996 『レキシントンの幽霊』

1997 『アンダーグラウンド』

1998 『約束された場所で―underground 2』
（第2回桑原武夫学芸賞受賞）

『辺境・近境』

1999 『スプートニクの恋人』

2000 『神の子どもたちはみな踊る』

2001 『シドニー！』

2002 『海辺のカフカ』

2004 『アフターダーク』

2005 『東京奇譚集』


